
4. 本ケースで現在抱えている課題を分析しなさい。 
 
１．独⾃の M2M プラットフォーム＋栽培アルゴリズムで、 ⼟壌内環境制御に

より収量拡⼤と⾼品質化  
＊熟練農家でも 30％収量増加と、⾼品質を維持 

 
２．農業で最も経験と勘が必要な「かん⽔・施肥」の⾃動 化により、栽培規模

の拡⼤を実現  
＊かん⽔・施肥の作業時間を 90%削減し、栽培規模拡⼤ 

 
３．熟練農家の栽培技術「かん⽔・施肥」をクラウドに蓄 積、新規就農者⽀援

に利活⽤  
＊新規就農者の所得増⼤ 

 
４．栽培ノウハウが必要な点滴灌漑（Drip Irrigation)を、 ICT 技術＋栽培アル

ゴリズムにより⾃動化  
＊慣⾏栽培との⽐較で、50％の節⽔と減肥を達成 

 
 
⽇本の課題を地域から解決。 そして、⽇本発の技術で世界の課題を解決 
 
短期：地域の課題を解決     中期：国内の課題を解決   ⻑期：世界の課題を解決 

 
 ・新規就農者も⽀援   ・⽇本の農業強化    ・⽔の枯渇問題 
 ・農地の規模拡⼤    ・農業⽣産性向上    ・多施肥による地下⽔汚染 
 ・⾼齢化時代の省⼒化  ・収量増加と品質安定  ・⼈⼝増加に伴う⾷糧危機 
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【ケース①】 
 

①類似する導入事例を調査して整理しなさい。 

 

 このケースでは、海水温や塩分濃度といった養殖漁場の環境データをリアルタイムに

計測し、漁師・養殖業者の的確な判断や対応をサポートするために技術が活用されてい

る。 

 農業や水産業では常に自然環境と向き合い、その変化に絶えず対応していくことが求

められるが、この変化への対応という局面で技術は大いに貢献する。 

 類似事例の調査では、IoT による自然環境や農作物の生育状況のモニタリングなど、具

体的な示唆を与えて調査を促す。 

 

②本ケースで導入された技術が必要に迫られた社会的背景を分析しなさい。 

 

 日本及び世界の水産業の現状や将来の推計なども含めて、水産業（養殖業）で技術活用

が期待され、その取り組みが推進されている理由を調べ考えるよう指導する。 

 

③本ケースにおける技術導入によって得られた効果を分析しなさい。 

 

 導入効果に関する記述はケース説明の中からも見出すことができるが、それだけにと

どまるのではなく、事例調査などの調べ学習なども含めて、養殖業におけるモニタリン

グという技術活用の可能性や今後の展開について考えさせる指導も行う。 

 

④他の地域で同技術を導入・展開する場合に留意すべき事項を検討しなさい。 

 

 日本の漁業の産業構造、漁師と漁業協同組合の関係についても、その概略をつかむよう

に指導する。 

 あるいは、講師の側から簡単にその説明した上で、日本における漁船漁業と養殖業の現

状と将来予測、課題について調査するように促す。 

 

⑤検討結果を整理して、発表資料を作成しなさい。 
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【ケース②】 
①類似する導入事例を調査して整理しなさい。 

 

 この事例は、介護現場における介護職員の人手不足、負荷軽減、介護サービスの質の維

持・向上という課題に対するソリューションであることを確認し、このような高齢者介

護をめぐる課題解決を狙いとする導入事例という観点から調査を進めるように促す。 

 その際、導入事例における「課題の明確化」、その課題に対して導入・活用技術がどの

ような点で有効であったかという「有効性・効果の明確化」を強く意識させるよう指導

する。 

 

②本ケースで導入された技術が必要に迫られた社会的背景を分析しなさい。 

 

 日本の高齢化をめぐる問題は複合的であることを示唆し、社会的背景を考察するよう

促す。 

 例えば、核家族化や大都市人口集中といった観点から、高齢化や介護の問題を考えさせ

る。 

 また、なぜ介護人材が不足しているのか、その理由を具体的なデータや根拠をもって考

察するなど、さまざま視点から考えさせる。 

 

③本ケースにおける技術導入によって得られた効果を分析しなさい。 

 

 技術導入以前の課題、及び導入した技術によって実現可能となったことを明確にした

上で、課題と実現可能になったことを対応づけて考察するように促す。 

 

④本ケースの技術を他社・他施設が導入を検討する際、留意すべきことを検討しなさい。 

 

 技術は導入することが目的ではなく、あくまで手段であること、導入した技術を活用す

る上で必要なことは何かという観点で考えさせる。 

 

⑤検討結果を整理して、発表資料を作成しなさい。 
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【ケース③】 
 

①類似する導入事例を調査して整理しなさい。 

 

 現在、医療分野での技術活用は急速に進んでいる。その業務領域・内容は広範囲に及ぶ

が、ここでは、「安心安全な医療の実現」を目的とする技術活用を観点として、類似の

事例を調査するように促す。 

 例えば、「電子カルテ」を例として示し、電子カルテ導入前の医療現場の課題と導入後

の効果、新たに生じた課題などテーマを提示して調査を進めさせてもよい。 

 

②本ケースで導入された技術が必要に迫られた社会的背景を分析しなさい。 

 

 ケース説明でも示されているように、近年、産婦人科医のなり手が減ってきており、地

方の病院などでは産婦人科を閉鎖せざるを得ない状況も生まれている。 

 なぜ、産婦人科医のなり手が減少しているのか、その理由について考えるように促す。 

 また、妊婦健診制度に加えて、このような遠隔医療プラットフォームによる遠隔健診が

必要な理由（妊婦健診制度の健診だけではカバーできない問題）について考えるよう促

す。 

 

③本ケースにおける技術導入によって得られた効果を分析しなさい。 

 

 技術導入以前の課題、及び導入した技術によって実現可能となったことを明確にした

上で、課題と実現可能になったことを対応づけて考察するように促す。 

 

④本ケースの技術を病院・診療所が導入を検討する際、留意すべきことを検討しなさい。 

 

 技術は導入することが目的ではなく、あくまで手段であること、導入した技術を活用す

る上で必要なことは何かという観点で考えさせる。 

 

⑤検討結果を整理して、発表資料を作成しなさい。 
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【ケース④】 
 

①類似する導入事例を調査して整理しなさい。 

 

 この事例における技術活用のポイントは、潅水・施肥作業の自動制御による「省力化」

と「生産性の向上」、熟練生産者の「経験・勘」の「蓄積」と「活用」である。 

 農業就業人口が減少している理由のひとつは、農作業のきつさ・大変さにあると指摘さ

れている。その意味で、技術活用による省力化・生産性の向上は非常に重要な応用領域

であることを踏まえ、農業における省力化を狙いとする類似事例の調査を促す。 

 また、高齢化が進む農業では、熟練生産者が持つ経験や勘を如何に後進・若手に引き継

いでいくかも大きな課題となっている。技術活用による経験や勘の蓄積・活用、その継

承とった観点からの類似事例調査を促す。 

 

②本ケースで導入された技術が必要に迫られた社会的背景を分析しなさい。 

 

 戦後 70 数年の間で日本の産業構造、就業構造は劇的に変化を遂げたことを統計データ

などの客観的な資料に基づいて確認させる。その上で、農業就業人口が減少している理

由、新規に農業に参入する者が少ない理由などを通して、日本の農業の現状と課題につ

いて考察するよう促す。 

 

③本ケースにおける技術導入によって得られた効果を分析しなさい。 

 

 上記②で考察した日本の農業の課題に対して、本ケースの技術活用がどのような点で

有効に機能するかについて考察するよう促す。 

 

④本ケースの技術を他の農家・農業生産法人等が導入を検討する際、留意すべきことを検討

しなさい。 

 

 技術は導入することが目的ではなく、あくまで手段であること、導入した技術を活用す

る上で必要なことは何かという観点で考えさせる。 

 

⑤検討結果を整理して、発表資料を作成しなさい。 
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【ケース⑤】 

 

①類似する導入事例を調査して整理しなさい。 

 

 この事例のポイントは「省人化」である。建設現場のきつい作業を技術が代行すること

で、建設作業の軽減化・省人化を図る事例であり、人口減少期に突入した日本では、さ

まざまな業界で労働力の不足が懸念されており、この省人化の実現は今後の技術活用

の重要なテーマである。 

 省人化あるいは生産性向上などを狙いとする事例を調査するよう促す。 

 

②本ケースで導入された技術が必要に迫られた社会的背景を分析しなさい。 

 

 ケース説明で記述されているように、少子高齢化の他、建設業の特性が大きく影響して

いる。建設業界やその仕事について考察するよう促す。 

 

③本ケースにおける技術導入によって得られた効果を分析しなさい。 

 

 このケースは実証段階にあるため、実際の建設現場での効果の確認はこれからである。 

 このような自律型ロボット・統合管理システムを建設現場に導入することで、どのよう

な効果が期待できるかという論点でグループディスカッションや調べ学習をさせても

よい。 

 

④本ケースの技術を建設現場が導入を検討する際、留意すべきことを検討しなさい。 

 

 技術は導入することが目的ではなく、あくまで手段であること、導入した技術を活用す

る上で必要なことは何かという観点で考えさせる。 

 

⑤検討結果を整理して、発表資料を作成しなさい。 
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1.類似する導⼊事例を調査して整理しなさい。 
 
インターネット等で類似する事例を調査する。 
 
●イタリアのミラノで 2017 年に創設されたスタートアップ企業「Revotree（レ
ボツリー）」は、既存の灌漑システムと組み合わせ、果樹園の状態をセンサーで
モニタリングし、スマホアプリを介して灌漑を遠隔操作できる新たな IoT ソリ
ューションの開発に取り組んでいる。 

灌漑システムを最適化することにより、⽔の使⽤量を最⼤ 50％削減できるのが
利点だ。 
このソリューションにおいて中⼼的な役割を担うのが、「Revotree」が独⾃に開
発したセンサーデバイス「Revosense（レボセンス）」だ。 

 

「Revosense」には、⾬量計や⼤気の温度と湿度を計測するセンサー、⼟壌湿度
計、⼟壌の⽔分吸引⼒を計測するテンシオメーターを搭載。 

深さ 50 センチまで⼟壌に差し込んで、⼟壌や周囲の⼤気の状態を計測し、デー
タとして収集する。 

必要な電⼒は、「Revosense」の上部に装着されたソーラーパネルで発電してま
かなう仕組み。 
ユーザーは、専⽤ Android アプリで、「Revosense」が計測した⼤気や⼟壌の状
態をリアルタイムでチェックできるほか、灌漑システムを遠隔で操作すること
が可能だ。 

 

また、⼈⼯知能に「Revosense」の計測データを分析させ、灌漑プロセスを⾃動
化することもできる。 
この IoT ソリューションは、果樹園やぶどう畑、オリーブ畑といった多年⽣植物
に適したモニタリングシステム。 

1 台あたり 1 ヘクタールの圃場をモニタリングでき、圃場のサイズに応じて複
数台導⼊することで、拡張性にも富んでいる。 

 

果樹園の灌漑システムを効率化できるのはもちろん⽔資源の節約にもつながる、
この IoT ソリューションは、世界各地でニーズがありそうだ。 
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2. 本ケースで導⼊された技術が必要に迫られた社会的背景を分析しなさい。 
 
⽇本の農業の現況 
・就農⼈⼝ 100 万⼈減/10 年 
・耕作放棄地 424 千 ha 
・農家の平均年齢 67 歳 
・農業法⼈ 1 万 8 千 10 年で倍増 
 
⽇本の課題（社会要因） 
1. 農業所得の向上 
2. 新規就農者⽀援 
3. 栽培技術伝承 
 
世界の課題（環境要因） 
1. ⽔の枯渇 
  ⽣活⽔の 70％が灌漑に利⽤ 
   →⽔の枯渇問題には従来の灌漑農法では限界がある 
2. 環境破壊 
  肥料の 50％は地下⽔の溶脱 
   →⽔に肥料を溶かし、作物に必要なだけ液肥を与える、世界で確⽴された 

経済的な栽培技術 
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